
�
飾
支
部
の
第
５７
回
定
期
大
会

は
、
群
馬
の
ホ
テ
ル
磯
部
ガ
ー
デ

ン
で
、
４
月
１７
・
１８
日
と
久
し
ぶ

り
の
一
泊
で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
が
、
当
日
は
、
朝
か
ら
雪
が
降

り
積
も
る
ア
ク
シ
デ
ン
ト
も
重
な

り
、
開
催
が
３０
分
遅
れ
と
な
り
ま

し
た
。（
本
部
よ
り
来
賓
２
人
、

合
わ
せ
て
１
７
７
人
の
参
加
）

全
体
会
議
で
は
、
星
谷
委
員
長

の
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
長
年
組
合

活
動
に
貢
献
し
て
い
た
だ
い
た
物

故
者
に
対
し
て
、
黙
と
う
を
し
、

始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
元
井

書
記
長
に
よ
る
０９
年
度
の
報
告
と

１０
年
度
の
方
針
の
基
調
報
告
。
深

澤
副
委
員
長
に
よ
る
０９
年
度
決
算

報
告
・
１０
年
度
予
算
報
告
。
高
橋

書
記
か
ら
国
保
一
元
化
の
報
告
と

国
保
新
加
入
に
資
格
確
認
書
類
の

添
付
が
必
要
で
あ
る
こ
と
の
報
告

が
さ
れ
ま
し
た
。
質
疑
で
は
、
拡

大
運
動
・
組
合
員
資
格
に
対
し
て

の
活
発
な
議
論
が
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
初
日
に
１６
の
分
散
会
・

２
日
目
に
８
つ
の
分
科
会
と
別
れ

て
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
も
活
発
な

意
見
の
交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。

２
日
目
の
全
体
会
議
で
は
、
組

合
活
動
に
貢
献
し
た
組
合
員
へ
の

表
彰
や
、
昨
年
の
住
宅
デ
ー
で
目

標
達
成
し
た
分
会
へ
の
表
彰
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

２
日
間
に
わ
た
る
�
飾
支
部
定

期
大
会
は
、
全
て
の
議
事
が
承
認

さ
れ
、
最
後
は
、
福
岡
副
委
員
長

に
よ
る
ガ
ン
バ
ロ
ウ
三
唱
で
意
思

統
一
を
し
て
終
え
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
始
ま
っ
た
春
の
拡
大

に
向
け
た
支
部
出
陣
式
を
４
月
２５

日
（
日
）
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ヒ
ル
ズ

別
館
５
階
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
で

参
加
者
１
２
５
人
が
参
加
し
て
拡

大
に
向
け
た
意
思
統
一
を
し
ま
し

た
。本

部
か
ら
は
来
賓
と
し
て
、
常

任
中
央
執
行
委
員
の
徳
森
さ
ん
と

書
記
の
岩
崎
さ
ん
に
出
席
い
た
だ

き
ま
し
た
。

今
回
新
た
に
組
織
部
長
に
な
っ

た
齋
藤
さ
ん
よ
り
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
拡
大
の
重
要
性
を
参
加
者
全

員
に
話
を
し
、
懇
親
会
の
あ
と
、

各
分
会
が
壇
上
に
上
が
り
、
決
意

表
明
を
し
ま
し
た
。

最
後
は
、
こ
の
厳
し
い
情
勢
で

は
あ
り
ま
す
が
、
拡
大
を
頑
張
り

抜
こ
う
と
み
ん
な
で
ガ
ン
バ
ロ
ウ

三
唱
を
し
ま
し
た
。

第
５７
回
大
会
で
選
出
さ
れ
た
役

員
は
以
下
の
通
り
で
す
。
支
部
委

員
長
は
本
部
中
央
執
行
委
員
と
な

り
ま
す
。

委
員
長

星
谷

聰

鉄
骨
・
奥
戸

副
委
員
長

深
澤
松
男

鉄
骨
・
奥
戸

芳
井

武

内
装
・
青
戸

福
岡
達
咲

塗
装
・
堀
切

齋
藤
八
十
八

電
工
・
北
水
元

書
記
長

元
井
博
士

書
記

書
記
次
長

高
橋
真
理

書
記

植
木
博
一

書
記

社
会
保
障
対
策
部
長

福
岡
達
咲
（
兼
）

賃
金
対
策
部
長

土
屋

忍

大
工
・
幸
田

仕
事
対
策
部
長

近
沢
敏
彦

配
管
・
奥
戸

労
働
対
策
部
長

勝
山

勉

給
排
水
・
青
戸

組
織
部
長

齋
藤
八
十
八
（
兼
）

後
継
者
対
策
部
長

千
葉
修
央

内
装
・
青
戸

税
金
対
策
部
長

柳
生
秀
行

電
気
・
本
田

厚
生
文
化
部
長

松
山
文
洋

重
量
と
び
・
幸
田

教
育
宣
伝
部
長

細
貝
文
洋

内
装
・
堀
切

財
政
部
長

深
澤
松
男
（
兼
）

産
業
対
策
責
任
者

芳
井

武
（
兼
）

技
術
対
策
委
員
長

芳
井

武
（
兼
）

常
任
執
行
委
員
待
遇

阿
久
津
大
造
（
青
年
部
長
）

大
山
艶
子
（
主
婦
の
会
会
長
）

会
計
監
査

横
田

進

建
具
・
東
新
小
岩

神
宮
和
夫

鉄
骨
・
二
葉

執
行
委
員
（
分
会
長
）

上
村
光
輝
（
新
小
岩
）

佐
藤
明
宏
（
西
新
小
岩
）

添
田
正
男
（
東
新
小
岩
）

阿
久
津
正
（
奥
戸
）

吉
田
敏
雄
（
本
田
）

菊
池
利
則
（
立
石
）

平
井
克
美
（
青
戸
）

佐
藤
智
夫
（
お
花
茶
屋
）

山
岡

進
（
堀
切
）

青
木
克
介
（
二
葉
）

伊
藤
博
美
（
西
亀
有
①
）

舘
野
竹
男
（
西
亀
有
②
）

小
川
徳
夫
（
亀
有
）

小
野
瀬
裕
次
（
細
田
）

加
藤
信
男
（
高
砂
）

市
瀬

隆
（
柴
又
）

森
田
勝
光
（
新
宿
）

川
上
雅
敏
（
余
町
）

菊
池
司
郎
（
東
金
町
）

津
田
幸
一
（
東
水
元
）

今
村
賢
二
（
北
水
元
）

伊
藤
兼
夫
（
幸
田
）

塩
田
好
子
（
飯
塚
）

執
行
委
員
待
遇

田
中
淹
夫
（
建
長
会
会
長
）

※
主
婦
の
会
は
星
谷
さ
ん
、
建
長

会
は
深
澤
さ
ん
が
担
当
で
す
。

国
民
の
権
利
を
守

る
憲
法
に
つ
い
て
改

め
て
考
え
て
み
た

い
、憲
法
１６
条
の「
請

願
権
」
に
よ
り
誰
で

も
要
求
す
る
権
利
が
保
証
さ
れ
て

い
る
。

憲
法
１３
条
の
「
幸
福
追
求
権
」

に
よ
り
幸
福
を
追
求
す
る
権
利
が

保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。
憲
法
２５
条

の
『
生
存
権
』
で
国
が
社
会
保
障

等
の
向
上
及
び
増
進
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
義
務
を
課
し
て
い

ま
す
。

私
た
ち
は
、
仲
間
の
生
活
と
命

を
守
る
為
に
国
保
組
合
を
立
ち
上

げ
、
請
願
権
を
行
使
し
て
要
求
を

勝
ち
取
り
、
国
保
組
合
を
守
っ
て

き
ま
し
た
。

社
会
保
障
制
度
は
、
本
来
拡
充

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
税
金
の

無
駄
遣
い
は
放
置
し
な
が
ら
、
財

政
難
を
訴
え
社
会
保
障
制
度
の
総

改
悪
を
繰
り
返
し
て
き
た
り
、
朝

日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
一
連
の
報

道
は
、
さ
ら
な
る
医
療
制
度
改
悪

に
む
け
て
土
建
国
保
を
「
標
的
」

に
祭
り
上
げ
、
善
良
な
国
民
を
分

断
さ
せ
医
療
保
険
制
度
を
さ
ら
に

改
悪
さ
せ
る
足
が
か
り
と
す
る
も

の
で
す
。

健
康
保
険
１０
割
給
付
は
国
民
の

権
利
で
あ
り
、
国
は
医
療
制
度
改

善
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
国

の
姿
勢
を
正
す
報
道
が
本
来
あ
る

べ
き
姿
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

平
均
年
収
が
１
３
０
０
万
円
の

新
聞
社
に
「
裕
福
な
組
合
」
と
言

わ
れ
る
に
は
、
あ
ま
り
に
も
実
態

を
見
聞
し
て
い
な
い
報
道
姿
勢
が

問
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。

言
論
の
自
由
も
結
構
で
す
が
、

今
一
度
憲
法
に
つ
い
て
報
道
機
関

で
も
学
ん
で
も
ら
い
た
い
も
の
で

す
。

東京土建一般労働組合

� 飾 支 部

〒１２４―００１２�飾区立石８―３４―４
電 話 （５６９８）１２６１
ＦＡＸ （５６９８）１２６２
発行人 細 貝 文 洋

今月の�飾組織現勢
２０１０年４月１日現在 ５６１０人
加 入 ２３人
転 入 ２人
脱 退 ７９人
転 出 ３人

２０１０年５月１日現在 ５５５３人

１月１日
付人員

５月１日
付人員

春目標 春の拡大 成果表
４月３０日現在

（１月１日付比の増減）
拡大目標
３．５％

新 小 岩 １４５ １４０ ５ 増減▼５

西新小岩 １２３ １２２ ４ 増減▼１

東新小岩 ３７６ ３６８ １３ 増減▼８

奥 戸 ５２１ ５１６ １８ 増減▼５

本 田 １９５ １８８ ７ 増減▼７

立 石 １７９ １７１ ６ 増減▼８

青 戸 ２３７ ２３６ ８ 増減▼１

お花茶屋 ２２０ ２１５ ８ 増減▼５

堀 切 ３１７ ３１１ １１ 増減▼６

二 葉 ２５５ ２４６ ９ 増減▼９

西亀有① １８４ １７７ ６ 増減▼７

西亀有② １０７ １０８ ４ 増減◎１

亀 有 ２６５ ２５９ ９ 増減▼６

細 田 ２２２ ２２４ ８ 増減◎２

高 砂 ２５８ ２４３ ９ 増減▼１５

柴 又 ２５３ ２４８ ９ 増減▼５

新 宿 １９５ １９１ ７ 増減▼４

金 町 １７５ １７２ ６ 増減▼３

東 金 町 １８３ １７５ ６ 増減▼８

東 水 元 ３０１ ２９４ １１ 増減▼７

北 水 元 ２６６ ２５９ ９ 増減▼７

幸 田 ２５５ ２５２ ９ 増減▼３

飯 塚 １９８ １８８ ７ 増減▼１０

そ の 他 ２５９ ２５０ １１ 増減▼９

合 計 ５６８９ ５５５３ ２００ ４月３７人 ５月 人
１月１日付人員比 マイナス １３６人

新
た
に
４
人
の
常
任
役
員
を
選
出

選選
出出
ささ
れれ
たた
役役
員員
のの
皆皆
ささ
んん

第第５５７７回回支支部部定定期期大大会会をを開開催催

１１７７７７人人がが参参加加しし、、活活発発なな議議論論をを展展開開
一一泊泊開開催催でで交交流流をを深深めめるる

土
建
国
保
の
新
規
加
入
者
は

資
格
確
認
の
添
付
書
類
が
必
要

春
の
拡
大

出
陣
式

新
組
織
部
長

齋
藤
八
十
八
さ
ん
（
北
水
元
）

１
月
１
日
付
人
員
回
復
の
拡
大
を
訴
え
る 選挙公報を読み上げ、信任された新支部役員のみなさん（支部大会）

春の拡大出陣式で「ガンバロー！」

第６４６号建 設 者２０１０年５月１６日（１）
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【
議
長
・
高
橋
清（
本
田
）・
私

市
幸
子（
二
葉
）

書
記
・
小
野

洋
子（
書
記
）】

代
議
員
１８
人
・

特
別
代
議
員
５

人
、
総
勢
２３
人

の
参
加
で
行
い

ま
し
た
。

は
じ
め
に
星

谷
委
員
長
か

ら
、「
昨
日
の

国
保
一
元
化
に

つ
い
て
と
、
こ

の
分
科
会
で
活

発
な
発
言
を
し

て
く
だ
さ
い
。」

と
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。

次
に
細
貝
教
宣
部
長
、
大
山
主

婦
の
会
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

自
己
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

細
貝
教
宣
部
長
か
ら
、
議
案
提

案
が
あ
り
、
分
会
機
関
紙
作
り
の

苦
労
や
、
工
夫
し
て
い
る
点
を
各

分
会
か
ら
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

「
分
会
の
様
子
が
わ
か
ら
な
い

と
書
け
な
い
。」

「
分
会
執
行
委
員
会
に
間
に
合

う
よ
う
努
力
し
て
い
る
。」

「
支
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

考
に
し
て
い
る
。」

「
紙
面
の
パ
タ
ー
ン
化
や
、
仲

間
に
読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
毎

月
発
行
す
る
こ
と
、
わ
か
り
や
す

い
こ
と
、
ま
た
、
レ
イ
ア
ウ
ト
が

上
手
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

が
今
年
の
目
標
。」
と
自
分
に
課

題
を
与
え
た
部
員
さ
ん
も
い
ま
し

た
。

機
関
紙
１
号
を
発
行
し
た
幸
田

分
会
へ
は
、
大
き
な
拍
手
と
「
次

も
出
る
よ
ね
。」と
軽
く
プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
を
か
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

機
関
紙
作
り
に
大
切
な
の
は
続

け
る
こ
と
、組
合
、分
会
の
こ
と
、

今
の
話
題
を
わ
か
り
や
す
く
書
く

こ
と
が
大
切
だ
と
、
皆
さ
ん
の
発

言
で
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
ま

た
、
読
ん
で
く
れ
る
仲
間
か
ら
の

一
言
が
あ
る
と
励
み
に
も
な
り
ま

す
。ま

た
、
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
の

表
彰
を
分
科
会
内
で
行
い
ま
し

た
。休

憩
後
、
主
婦
の
会
に
つ
い

て
、
大
山
会
長
か
ら
「
会
員
数
を

組
織
人
数
の
２０
％
に
す
る
た
め
、

全
分
会
で
主
婦
の
会
の
確
立
を
し

て
ほ
し
い
。」
と
提
案
が
あ
り
ま

し
た
。

次
に
各
分
会
で
の
主
婦
の
会
の

印
象
に
つ
い
て
の
発
言
で
は
、

「
土
建
ま
つ
り
や
住
宅
デ
ー
だ

け
で
な
く
、
拡
大
ま
で
協
力
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。」

「
男
性
で
は
気
が
つ
か
な
い
点

を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
れ
る
。」

「
主
婦
の
会
の
存
在
感
は
大
き

く
、
頼
り
に
し
て
い
る
。」
等
、

分
会
と
仲
良
く
協
力
し
合
っ
て
い

ま
す
。

な
お
、
確
立
の
で
き
て
い
な
い

分
会
は
、「
確
立
で
き
る
よ
う
提

案
し
て
い
る
が
、
ま
と
め
役
に
な

っ
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
の
が
現

状
で
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い

か
模
索
中
。」
と
い
う
意
見
も
あ

り
ま
し
た
。

「
会
員
拡
大
に
つ
い
て
は
、
分

会
機
関
紙
に
乗
せ
て
、
仲
間
に
知

ら
せ
ま
す
。」
と
協
力
的
な
発
言

が
あ
り
心
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

最
後
に
教
宣
・
主
婦
の
会
の
議

案
を
拍
手
で
確
認
し
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

【
議
長
・
森
田
勝
光
（
新
宿
）

書
記
・
高
橋
世
子
（
書
記
）】

代
議
員
１８
人
・
特
別
代
議
員
２

人
、
総
勢
２０
人
の
参
加
で
行
い
ま

し
た
。

分
科
会
が
始
ま
り
、
す
ぐ
本
田

分
会
よ
り
「
入
院
費
・
医
療
費
タ

ダ
と
い
う
朝
日
新
聞
と
か
他
の
新

聞
社
に
抗
議
を
強
め
た
方
が
い
い

の
で
は
な
い
か
。」
と
の
要
望
が

あ
り
ま
し
た
。

「
国
保
一
元
化
の
話
で
、
土
建

国
保
に
８
割
の
組
合
員
が
入
っ
て

い
る
。
土
建
国
保
が
な
く
な
る
よ

う
な
大
変
な
問
題
で
あ
る
。
本
部

と
し
て
、
ど
ん
な
運
動
が
提
起
さ

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。」
と

い
う
質
問
が
あ
り
、
榎
本
部
長
よ

り
一
元
化
の
中
身
の
学
習
会
を
分

会
で
開
い
た
り
、
地
域
の
団
体
と

共
に
宣
伝
・
署
名
行
動
を
し
て
い

き
、
ま
た
、
国
会
議
員
や
都
議
会

議
員
・
自
治
体
へ
の
要
請
を
し
て

い
く
と
い
う
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。高

砂
分
会
の
代
議
員
よ
り
、「
６

月
に
後
期
高
齢
者
に
保
険
が
移
る

よ
う
に
な
る
。
今
は
、
病
気
で
収

入
が
な
く
月
に
１
万
４
〜
５
千
円

払
っ
て
い
る
が
、
今
は
、
通
院
で

１
万
位
戻
っ
て
き
て
い
る
。
収
入

が
な
い
と
生
き
て
い
け
な
く
な

る
。
国
保
の
一
元
化
に
は
反
対
し

て
い
く
。」
と
い
う
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。

国
と
都
へ
の
土
建
国
保
要
請
ハ

ガ
キ
に
つ
い
て
、
分
会
よ
り
取
り

組
み
を
話
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

亀
有
分
会
よ
り
、「
ハ
ガ
キ
要
請

４
０
０
％
達
成
が
難
し
い
。
色
ん

な
手
だ
て
を
し
て
い
る
が
、
こ
れ

と
い
っ
た
方
法
が
な
い
か
探
し
て

い
る
。
群
会
議
で
書
い
て
も
ら
う

よ
う
努
力
し
て
み
ま
す
。」
二
葉

分
会
よ
り
、「
分
会
４
役
研
修
会

の
時
に
、
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
の
大

切
さ
を
話
し
、
取
り
組
ん
で
も
ら

う
。」
他
の
代
議
員
か
ら
も
そ
れ

ぞ
れ
の
取
り
組
み
を
話
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

く
ら
し
と
医
療
の
問
題
に
つ
い

て
、介
護
保
険
の
区
へ
の
要
望
や
、

健
康
診
断
は
家
族
も
組
合
員
と
同

じ
コ
ー
ス
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
。

デ
ィ
ズ
ニ
ー
利
用
券
を
要
請
ハ
ガ

キ
を
書
い
た
ら
、
も
ら
え
な
い
か

と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

「
健
康
診
断
の
受
診
券
は
今
年

は
、
オ
レ
ン
ジ
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
紛
失
し
な
い
で
、
み
ん
な

に
健
康
診
断
を
受
け
て
も
ら
う
よ

う
群
会
議
で
声
を
か
け
て
い
こ

う
。」
と
亀
有
分
会
か
ら
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。

第
５７
回
定
期
大
会
議
案
と
社
会

保
障
対
策
部
の
議
案
の
よ
う
に
み

ん
な
で
運
動
を
進
め
て
い
こ
う
と

確
認
し
ま
し
た
。

【
議
長
・
勅
使
河
原
浩
美
（
西

亀
①
）

書
記
・
本
多
伸
行
（
書

記
）】
代
議
員
２２
人
・
特
別
代
議

員
１
人
、
総
勢
２３
人
の
参
加
で
行

い
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
各
代
議
員
か
ら
あ

い
さ
つ
を
頂
き
、
深
澤
財
政
部
長

よ
り
０９
年
度
の
財
政
活
動
の
取
組

報
告
及
び
、
１０
年
度
方
針
を
一
括

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

柴
又
分
会
よ
り
、「
組
合
費
等

の
滞
納
処
理
に
つ
い
て
、
２
か
月

で
脱
退
の
処
理
を
原
則
と
す
る
の

は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。」
と
い

う
質
問
が
あ
り
、
深
澤
部
長
よ

り
、「
事
前
に
特
別
な
事
情
が
あ

る
滞
納
者
の
場
合
は
、
支
部
に
連

絡
を
い
た
だ
く
か
、
明
細
書
や
滞

納
報
告
書
に
情
報
の
記
載
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。」
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

本
田
分
会
よ
り
、「
滞
納
処
理

に
つ
い
て
、
原
則
２
カ
月
滞
納
で

脱
退
扱
い
す
る
の
は
、
良
い
と
思

う
が
、
特
別
な
理
由
が
あ
っ
た
場

合
、
１
ヵ
月
の
猶
予
を
す
る
こ
と

は
、
で
き
る
だ
け
や
め
た
方
が
い

い
の
で
は
？
」
と
の
質
問
に
対

し
、
深
澤
部
長
よ
り
、「
分
会
で

な
る
べ
く
滞
納
者
に
連
絡
を
取
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
事
。
欠
損

を
減
少
さ
せ
る
に
は
、
各
分
会
の

滞
納
者
の
状
況
を
で
き
る
だ
け
つ

か
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。」
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

本
田
分
会
よ
り
、「
方
針
の
部

分
で
、
拡
大
の
報
奨
金
を
な
く
し

た
方
が
良
い
の
で
は
？
」
の
質
問

に
対
し
、「
深
沢
部
長
よ
り
、「
昨

年
度
は
６
千
人
達
成
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
節
目
標
等
の
達
成
報
奨

金
な
ど
例
が
年
よ
り
多
く
支
出
し

ま
し
た
が
、
今
年
度
は
実
増
を
重

点
に
置
い
た
報
奨
金
の
設
定
を
さ

せ
て
頂
き
た
い
。」
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

柴
又
分
会
よ
り
、「
拡
大
達
成

祝
金
は
、
こ
れ
か
ら
も
設
定
し
て

欲
し
い
。」や
、
本
田
分
会
よ
り
、

「
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
日
の
２
万
円
の

根
拠
が
知
り
た
い
。」、
柴
又
分
会

よ
り
、「
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
日
を
減

額
さ
れ
る
の
は
辞
め
て
頂
き
た

い
。」
と
の
発
言
に
対
し
、
深
澤

部
長
よ
り
、「
ブ
ロ
ッ
ク
運
営
費

の
主
旨
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
で
地
域
活

動
を
行
う
打
ち
合
わ
せ
会
議
費
用

と
し
て
で
き
た
も
の
で
、
そ
の
会

議
に
見
合
っ
た
金
額
に
し
ま
し

た
。」と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

本
田
分
会
か
ら
は
、「
ブ
ロ
ッ

ク
運
営
費
は
必
要
な
い
。」
と
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
０９
年
度
決
算
報
告
に
入

り
、
本
田
分
会
よ
り
、「
執
行
率

の
低
い
科
目
に
つ
い
て
の
説
明
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
の
質

問
に
対
し
、「
教
育
学
習
会
費
に

つ
い
て
は
、
群
三
役
学
習
会
が
あ

ま
り
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

活
動
者
会
議
費
に
つ
い
て
は
、
規

模
を
縮
小
し
て
開
催
し
た
た

め
。」と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
１０
年
度
予
算
案
に
入
り
、

本
田
分
会
よ
り
、「
役
員
行
動
費

の
部
分
で
、
分
会
長
の
手
当
の
記

載
を
変
え
た
方
が
良
い
の
で

は
？
」
と
の
意
見
が
あ
り
、「
記

載
の
内
容
を
次
年
度
は
検
討
し
ま

す
。」と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

柴
又
分
会
よ
り
、「
住
宅
デ
ー

の
参
加
手
当
の
個
人
支
給
分
を
廃

止
と
し
た
が
、
そ
の
分
を
ど
の
手

当
に
充
当
す
る
の
か
。」
と
の
意

見
に
対
し
、
深
澤
部
長
よ
り
、「
ど

の
よ
う
な
形
で
支
給
す
る
か
は
、

現
在
検
討
中
。」
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

最
後
に
財
政
大
会
議
案
、
０９
年

度
決
算
、
１０
年
度
予
算
を
参
加
者

会
員
の
拍
手
で
承
認
し
ま
し
た
。

【
議
長
・
勝

山
勉（
青
戸
）

書
記

安
在
勇

（
書
記
）】
代
議

員
１７
人
・
特
別

代
議
員
３
人
、

総
勢
２０
人
の
参

加
で
行
い
ま
し

た
。最

初
に
参
加

者
の
確
認
を

し
、
吉
田
賃
金

対
策
部
長
よ
り

議
案
の
提
案
を

し
ま
し
た
。
昨

年
度
の
運
動
の

経
過
報
告
と
今

年
度
の
方
針
に

つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

質
問
と
し
て
、

①
日
額
２
万
６
千
円
の
目
標
要
求

が
実
際
の
賃
金
と
異
な
る
の
で
は

な
い
か
？

②
日
額
２
万
６
千
円
は
、
ガ
ソ
リ

ン
代
や
工
具
費
等
の
経
費
も
含
ん

で
日
額
２
万
６
千
円
な
の
か
？

③
日
額
２
万
６
千
円
を
実
際
も
ら

っ
て
い
る
人
が
い
る
の
か
？
と
い

う
問
題
提
起
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、

①
日
額
２
万
６
千
円
の
設
定
に
つ

い
て
は
、
妻
・
子
供
を
養
う
た
め

の
一
世
帯
の
生
活
費
の
年
収
６
０

０
万
を
想
定
し
た
結
果
、
日
額
２

万
６
千
円
で
設
定
し
て
い
る
。

②
日
額
２
万
６
千
円
は
、
ガ
ソ
リ

ン
代
・
工
具
費
は
含
め
な
い
も
の

と
し
て
設
定
し
て
い
る
。

③
日
額
２
万
６
千
円
に
つ
い
て

は
、
仕
事
の
単
価
が
下
が
っ
て
き

て
お
り
、
実
際
も
ら
っ
て
い
る
人

は
い
な
い
の
が
現
状
。
と
の
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
吉
田
部
長
よ
り
ゼ
ネ

コ
ン
現
場
の
現
状
の
話
が
あ
り
、

そ
れ
か
ら
議
案
の
承
認
を
拍
手
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

公
契
約
条
例
に
つ
い
て
、
も
っ

と
組
合
員
に
知
っ
て
も
ら
う
必
要

が
あ
る
と
の
意
見
が
上
が
り
、
具

体
的
に
は
、

①
も
っ
と
見
や
す
い
資
料
を
用
意

す
る
必
要
が
あ
る
。

②
群
会
議
で
一
般
の
組
合
員
に
周

知
さ
せ
る
た
め
、
群
会
議
を
今
以

上
に
も
っ
と
充
実
さ
せ
る
こ
と
が

必
要
と
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

後
継
者
対
策
部
会
で
は
、
昨
年

度
の
取
り
組
み
と
本
年
度
の
課
題

に
つ
い
て
、
植
木
書
記
次
長
よ
り

議
案
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

①
５
月
発
足
の
４０
代
ま
で
の
組
合

員
に
対
す
る
資
格
補
助
制
度
。

②
後
継
者
対
策
部
の
活
動
を
活
発

に
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
る
べ
き

か
？

を
話
し
合
い
ま
し
た
。

資
格
補
助
制
度
は
、
４０
代
ま
で

を
対
象
に
し
、
給
付
額
は
２
千
円

と
し
、
２０
代
の
青
年
部
の
組
合
員

に
つ
い
て
は
、
現
在
行
わ
れ
て
い

る
青
年
部
の
資
格
補
助
制
度
と
あ

わ
せ
て
４
千
円
ま
で
、
給
付
さ
れ

る
点
、
本
人
に
組
合
、
分
会
の
活

動
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め

に
、
分
会
・
群
に
顔
を
出
し
て
も

ら
っ
て
、
給
付
金
を
渡
す
こ
と
の

方
針
確
認
が
あ
り
ま
し
た
。

後
継
者
対
策
部
の
活
動
の
活
発

化
に
つ
い
て
は
、
も
っ
と
予
算
を

増
や
す
べ
き
、
分
会
の
中
で
の
役

員
選
出
方
法
に
つ
い
て
名
前
だ
け

を
あ
げ
て
、
活
動
に
参
加
し
な
い

の
で
は
な
く
、
役
員
に
な
っ
た
以

上
、
会
議
に
参
加
し
、
実
際
行
動

し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。
若
い

従
業
員
が
い
る
会
社
の
社
長
に
、

後
継
者
対
策
・
青
年
部
の
活
動
に

つ
い
て
理
解
し
て
も
ら
う
必
要
が

あ
る
等
の
意
見
が
上
が
り
、
今
後

の
部
会
活
動
で
の
課
題
と
な
り
ま

し
た
。

そ
の
後
議
案
の
承
認
を
拍
手
で

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
議
長
・
川
上
雅
敏
（
金
町
）

・
椎
原
茂
（
お
花
茶
屋
）

書
記

・
山
屋
英
（
書
記
）】
参
加
者
２３

人
で
行
い
ま
し
た
。

初
め
に
、
来
賓
の
徳
森
さ
ん
か

ら
挨
拶
を
頂
き
、
参
加
者
全
員
の

自
己
紹
介
を
行
い
、
仕
事
対
策
の

議
事
に
入
り
ま
し
た
。

近
沢
部
長
よ
り
議
案
提
案
さ

れ
、
高
橋
書
記
次
長
よ
り
資
料
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
後
、質

疑
討
論
に
入
り
、
住
宅
デ
ー
の
各

分
会
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

金
町
分
会
で
は
、「
以
前
、
包

丁
研
ぎ
で
い
さ
さ
か
問
題
が
あ

り
、
注
意
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
住
宅

相
談
を
受
け
や
す
く
す
る
た
め
、

イ
ス
を
用
意
し
て
む
か
え
た
い
と

思
い
ま
す
。」

二
葉
分
会
で
は
、「
バ
ザ
ー
や

工
作
教
室
な
ど
で
、
人
を
集
め
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
昨
年
は
、
雨

の
中
で
も
住
宅
相
談
を
数
件
受

け
、工
事
に
も
着
手
し
ま
し
た
。」

柴
又
分
会
で
は
、「
２
会
場
で

行
っ
て
き
た
が
、
来
場
者
を
増
や

す
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
型
に
す
る
に

は
、
人
手
の
関
係
か
ら
も
１
会
場

に
変
更
の
必
要
が
あ
る
の
で
、
現

在
検
討
し
て
い
る
。」

北
水
元
分
会
で
は
、「
昨
年
医

師
と
看
護
婦
を
呼
ん
で
、
健
康
チ

ェ
ッ
ク
を
行
っ
た
。
今
年
も
引
き

続
き
取
り
組
む
予
定
で
す
。」

各
分
会
、
今
年
こ
そ
は
晴
れ
る

の
を
願
う
声
が
あ
げ
ら
れ
ま
し

た
。住

宅
デ
ー
の
活
動
費
廃
止
の
件

で
、「
そ
の
分
の
予
算
を
子
ど
も

を
集
め
る
た
め
の
景
品
代
に
回
せ

な
い
か
？
」
と
い
う
要
望
が
あ

り
、
高
橋
書
記
次
長
よ
り
、「
企

画
に
応
じ
た
支
給
に
す
る
の
も
含

め
、新
執
行
部
で
検
討
し
た
い
。」

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

「
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
の
着
工

業
者
は
何
か
の
資
格
が
必
要
な
の

か
？
」
と
い
う
質
疑
に
は
、「
建

設
業
許
可
や
そ
の
他
の
資
格
も
必

要
は
な
い
。
施
工
の
事
実
が
確
認

で
き
れ
ば
、
大
丈
夫
。」
と
い
う

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

仕
事
対
策
の
質
疑
討
論
の
後
、

労
働
対
策
の
議
事
に
入
り
ま
し

た
。
芳
井
部
長
の
議
案
提
案
の

後
、
質
疑
討
論
に
入
り
ま
し
た
。

北
水
元
分
会
、
清
水
さ
ん
よ

り
、「
労
災
保
険
特
別
加
入
の
給

付
日
額
が
低
い
と
ア
ス
ベ
ス
ト
等

の
職
業
病
に
認
定
さ
れ
て
も
、
生

活
が
厳
し
い
。
最
低
で
も
１
万
円

以
上
の
加
入
を
勧
め
ま
す
。」
と

い
う
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

「
以
前
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
携
わ

る
仕
事
を
し
て
い
て
、
健
康
状
態

が
気
に
な
る
が
、
ど
う
す
れ
ば
調

べ
ら
れ
る
か
？
」と
い
う
質
問
に
、

「
東
京
土
建
の
健
康
診
断
を
受
診

す
れ
ば
、疑
い
の
あ
る
人
に
は
、後

日
連
絡
が
来
る
。
必
ず
１
年
に
１

回
は
受
診
を
勧
め
ま
す
。」と
芳
井

部
長
か
ら
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

全
て
の
討
議
の
後
、
参
加
者
で

議
案
の
承
認
を
行
い
、
第
３
分
科

会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

【
議
長
・
松

本
安
二
郎
（
お

花
茶
屋
）
・
私

市
弘
（
二
葉
）

書
記
・
村
本

知
隆（
書
記
）】

参
加
者
１６
人
で

行
い
ま
し
た
。

ま
ず
、
は
じ

め
に
参
加
は
全

員
の
自
己
紹
介

を
行
い
、
議
案

提
案
を
横
田
部

長
が
行
い
ま
し

た
。出

席
者
よ

り
、「
生
命
保

険
が
満
期
に
な
り
、
確
定
申
告
は

ど
う
す
る
の
か
？
」
と
の
質
問
が

あ
り
、「
契
約
者
と
受
取
人
が
同

じ
で
あ
れ
ば
、
受
け
取
っ
た
金
額

か
ら
今
ま
で
支
払
っ
た
金
額
を
差

し
引
い
た
残
り
が
収
入
に
な
り
ま

す
。」
と
説
明
し
ま
し
た
。
も
ら

っ
た
金
額
全
て
が
収
入
だ
と
思
わ

れ
て
お
り
、
説
明
を
聞
い
て
安
心

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、「
契
約

者
と
受
取
人
が
違
う
と
税
金
の
計

算
方
法
が
変
わ
る
の
で
、
注
意
が

必
要
で
す
。」
と
も
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

「
ガ
ソ
リ
ン
や
お
酒
は
、
そ
れ

ぞ
れ
税
金
が
か
か
っ
て
い
る
の

に
、
さ
ら
に
消
費
税
を
負
担
さ
せ

ら
れ
て
い
る
。
消
費
税
は
本
当
に

悪
税
だ
。」
と
の
発
言
が
あ
り
ま

し
た
。

そ
の
他
活
発
な
発
言
も
あ
り
、

最
後
に
出
席
者
全
員
拍
手
で
税
金

対
策
議
案
を
承
認
し
ま
し
た
。

【
議
長
・
坂
本
香
（
奥
戸
）

書
記
・
深
谷
隆
行
（
書
記
）】
参

加
者
２３
人
で
行
い
ま
し
た
。

自
己
紹
介
後
、
昨
年
の
運
動
の

総
括
、
共
済
の
加
入
者
促
進
運
動

の
提
案
後
、
各
参
加
者
か
ら
順
番

に
意
見
、
感
想
を
出
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

「
火
災
は
声
を
か
け
て
も
既
に

他
の
保
険
に
入
っ
て
い
る
の
で
、

加
入
し
て
く
れ
る
人
が
い
な

い
。」
と
い
う
意
見
に
対
し
、「
ど

け
ん
共
済
で
火
災
を
は
じ
め
自
動

車
、
賠
責
な
ど
行
っ
て
い
る
こ
と

を
知
ら
な
い
方
も
い
る
。
広
く
声

を
か
け
て
も
ら
い
た
い
。」
と
回

答
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
ど
け
ん
火
災
に
地
震

補
償
を
つ
け
て
も
ら
い
た
い
。」

と
い
う
意
見
に
対
し
、「
本
部
へ
要

望
す
る
と
共
に
、
現
在
で
は
、
全

労
済
の
も
の
を
提
案
さ
せ
て
も
ら

っ
て
い
る
。」と
回
答
し
ま
し
た
。

「
自
動
車
共
済
で
は
、
迅
速
な

対
応
を
し
て
く
れ
る
の
か
が
わ
か

ら
な
い
。」
と
い
う
意
見
に
は
、

出
席
者
か
ら
も
体
験
談
を
話
し
て

も
ら
い
、「
自
信
を
も
っ
て
進
め

る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
全
体
で

も
確
認
し
ま
し
た
。

休
憩
後
ど
け
ん
共
済
の
細
則
の

改
定
と
７５
歳
以
上
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
の
補
助
の
新
設
、

資
格
取
得
祝
金
制
度
の
対
象
資
格

の
追
加
を
説
明
し
、
分
科
会
を
終

了
し
ま
し
た
。

【
議
長
・
小
泉
昭
二
（
奥
戸
）

書
記
・
元
井
博
士（
書
記
）】
代
議

員
２４
人
・
特
別
代
議
員
４
人
、
総

勢
２８
人
の
参
加
で
行
い
ま
し
た
。

全
員
か
ら
の
自
己
紹
介
の
あ

と
、
福
岡
組
織
部
長
よ
り
議
案
提

案
、
元
井
書
記
長
よ
り
資
料
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

休
憩
後
部
長
よ
り
業
種
確
認
書

類
に
つ
い
て
補
足
説
明
が
あ
り
、

そ
の
後
質
疑
討
論
に
入
り
ま
し

た
。質

疑
応
答
で
は
、「
建
築
金
物

の
製
作
の
み
の
方
は
加
入
で
き
る

の
か
？
」
と
の
問
い
に
、「
組
合

の
み
加
入
は
、
加
入
書
に
建
設
業

種
が
記
入
さ
れ
て
い
れ
ば
加
入
で

き
る
が
、
土
建
国
保
加
入
は
確
認

資
料
が
付
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
が

判
断
基
準
と
な
る
。」

ま
た
、「
支
部
拡
大
チ
ラ
シ
に

も
っ
と
具
体
的
に
加
入
で
き
る
職

種
を
載
せ
て
も
ら
っ
た
方
が
良
い

の
で
は
？
」
と
の
問
い
に
、「
ポ

ス
テ
ィ
ン
グ
チ
ラ
シ
は
本
部
作
成

な
の
で
、
支
部
の
自
由
に
な
ら
な

い
が
、
今
後
支
部
で
拡
大
チ
ラ
シ

を
作
製
す
る
機
会
が
あ
れ
ば
、
業

種
を
も
っ
と
具
体
的
に
載
せ
て
作

成
し
た
い
。」

「
国
保
一
元
化
が
懸
念
さ
れ
る

か
？
」
と
の
問
い
に
、「
国
保
一

元
化
反
対
運
動
を
強
め
る
と
共

に
、数
は
力
、組
織
減
少
を
抑
え
、

拡
大
に
力
を
入
れ
る
こ
と
が
必
要

だ
と
思
う
。」

「
一
元
化
で
土
建
国
保
が
３
年

後
に
消
滅
す
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
、
ど
け
ん
共
済
の
充
実
を
図
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
？
」

と
の
問
い
に
、「
本
部
で
も
危
機

感
を
以
っ
て
、
ど
け
ん
共
済
に
よ

る
国
保
の
付
加
給
付
分
離
の
検
討

を
開
始
し
た
。
組
合
の
み
加
入
で

も
魅
力
の
あ
る
共
済
制
度
の
構
築

を
め
ざ
し
て
い
る
と
思
う
。」

「
適
用
除
外
と
は
な
ん
で
す

か
？
」
と
の
問
い
に
、「
全
て
の

法
人
事
業
所
は
、
社
会
保
険
と
厚

生
年
金
の
強
制
適
用
と
な
っ
て
い

る
が
、
社
会
保
険
の
適
用
を
除
外

し
て
、
土
建
国
保
と
厚
生
年
金
を

セ
ッ
ト
で
き
る
制
度
の
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
今
年
１
月
よ
り
社

会
保
険
庁
解
体
に
伴
い
、
新
た
に

年
金
機
構
が
決
立
さ
れ
、
こ
の
４

月
か
ら
の
人
事
異
動
で
の
新
適
用

課
長
と
の
協
議
で
も
、
今
後
適
用

除
外
が
ど
こ
ま
で
適
用
で
き
る
か

不
透
明
と
な
っ
て
い
ま
す
。
法
人

事
業
所
は
、
国
保
以
外
の
組
合
業

務
で
の
拡
大
を
重
点
に
置
き
、
個

人
事
業
所
、
一
人
親
方
、
厚
生
年

金
に
関
係
し
な
い
職
人
な
ど
を
重

点
に
し
た
拡
大
が
求
め
ら
れ
る
と

思
う
。」

組
織
部
議
案
の
討
論
後
、
阿
久

津
青
年
部
長
に
よ
る
青
年
部
議
案

の
提
案
と
、
中
沢
建
長
会
事
務
局

次
長
に
よ
る
建
長
会
議
案
提
案
が

行
わ
れ
、
出
席
者
全
体
で
確
認
し

ま
し
た
。

最
後
に
、
福
岡
組
織
部
長
か
ら

の
ま
と
め
の
報
告
が
あ
り
、
春
の

拡
大
月
間
に
全
分
会
で
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
を
意
思
統
一
し
、
議

案
全
体
を
全
員
の
拍
手
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

４
月
２３
日
（
金
）
�
飾
支
部
会

館
で
、
講
師
に
由
本
達
雄
さ
ん

（（
財
）建
築
環
境
・
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
機
構
・
住
宅
研
究
部
長
）
を
迎

え
、「
今
後
の
住
宅
の
省
エ
ネ
化
方

策
と
実
務
に
つ
い
て
」
と
題
し
て

住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
講
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

講
習
会
で
は
、
新
築
住
宅
の
省

エ
ネ
基
準
を
義
務
付
け
す
る
方
向

で
動
き
が
あ
る
こ
と
の
報
告
が
さ

れ
、
省
エ
ネ
基
準
が
関
連
す
る
補

助
・
支
援
制
度
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
上
で
、
断
熱
性
能
を

上
げ
る
に
は
、「
破
壊
行
為
を
伴

う
リ
フ
ォ
ー
ム
は
、
費
用
も
か
か

り
大
変
で
は
あ
る
が
、
ガ
ラ
ス
を

替
え
る
だ
け
で
も
だ
い
ぶ
違
い
ま

す
」
と
実
体
験
（
窓
・
天
井
・
床

の
断
熱
工
事
）
を
踏
ま
え
て
の
話

や
、「
省
エ
ネ
（
断
熱
性
能
を
上

げ
る
）
を
す
る
た
め
の
大
前
提
と

し
て
、
リ
フ
ォ
ー
ム
を
す
る
べ
き

家
か
ど
う
か
の
見
極
め
が
必
要
に

な
る
の
で
、
み
な
さ
ん
の
経
験
を

も
と
に
話
を
進
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
」
と
も
話
が
あ
り
ま
し
た
。

後
半
に
は
、
申
請
方
法
に
つ
い

て
の
説
明
を
高
橋
書
記
次
長
か
ら

さ
れ
ま
し
た
。
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
申

請
に
建
設
業
許
可
の
有
無
は
関
係

な
い
こ
と
や
、
エ
コ
リ
フ
ォ
ー
ム

と
同
時
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
工
事
も

す
る
と
ポ
イ
ン
ト
が
加
算
さ
れ
る

説
明
等
が
さ
れ
ま
し
た
。

住
宅
瑕
疵
担
保
履
行
保
険

「
既
着
工
住
宅
」の
取
り
扱
い
延
長

本
来
は
、
着
工
前
に
加
入
す
る

住
宅
瑕
疵
担
保
履
行
保
険
（
ま
も

り
す
ま
い
保
険
）
で
す
が
、
保
険

申
込
時
点
で
す
で
に
着
工
と
な
っ

て
い
る
住
宅
に
関
し
て
、
通
常
の

現
場
検
査
を
で
き
な
い
場
合
「
既

着
工
住
宅
」
と
し
て
保
険
申
込
受

付
の
延
長
が
決
ま
り
ま
し
た
。

第
１
回
（
基
礎
配
筋
工
事
完
了

時
）
の
現
場
検
査
が
実
施
で
き
な

い
木
造
の
住
宅
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
の
住
宅
、
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
の
住
宅
、
鉄
骨
造
の

住
宅
で
、
２
０
１
１
年
３
月
３１
日

ま
で
に
保
険
申
込
受
付
を
し
た
も

の
が
対
象
で
す
。
通
常
の
現
場
検

査
が
実
施
で
き
な
い
部
分
に
つ
い

て
、
目
視
・
計
測
、
書
類
等
の
検

査
及
び
非
破
壊
検
査
に
よ
る
「
特

例
検
査
」
を
行
い
、
設
計
・
施
行

基
準
に
対
す
る
適
合
性
を
確
認
し

ま
す
。
原
則
は
着
工
前
加
入
で

す
。「
法
律
を
知
ら
な
い
で
着
工

し
て
し
ま
っ
た
」
場
合
の
救
済
措

置
と
お
考
え
く
だ
さ
い
。

火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火
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３
〜
５
月
は
火
災
共
済
加
入
促
進
と
自
動
車
共
済
見
積
り
月
間

お
問
い
合
せ
は
支
部
事
務
所
ま
で

社
会
保
障
対
策
報
告
（
第
�
分
科
会
）

国
保
一
元
化
に
反
対
し
、

土
建
国
保
を
守
る

第５７回�飾支部定期大会

�分科会の議長が報告
第第��分分科科会会……社社会会保保障障対対策策
第第��分分科科会会……賃賃金金対対策策・・後後継継者者対対策策
第第��分分科科会会……仕仕事事対対策策・・労労働働対対策策
第第��分分科科会会……組組織織・・青青年年部部・・建建長長会会
第第��分分科科会会……税税金金対対策策
第第��分分科科会会……厚厚生生文文化化
第第��分分科科会会……教教育育宣宣伝伝・・主主婦婦のの会会
第第��分分科科会会……財財政政

議論深まり、活発な会議になる

賃金対策・後継者対策報告（第�分科会）
賃 金 日額�万�千円の設定を！
後継者 活発な活動めざす！

仕
事
対
策
・
労
働
対
策
報
告
（
第
�
分
科
会
）

仕
事

住
宅
デ
ー
の
取
組
み
報
告

労
働

労
災
保
険
の
必
要
性
を
訴
え
る

組
織
・
青
年
部
・
建
長
会
報
告
（
第
�
分
科
会
）

国
保
一
元
化
反
対
運
動
を
強
め

数
は
力
・
拡
大
に
力
を
入
れ
る

税金対策報告（第�分科会）

税金がかかってる商品に
なんで消費税をさらに負担�

厚
生
文
化
報
告
（
第
�
分
科
会
）

ど
け
ん
共
済
の
制
度
を

知
っ
て
も
ら
お
う

教育宣伝・主婦の会報告（第�分科会）
教 宣 新聞作りは続けることから
主 婦 頼りになる存在

財
政
報
告
（
第
�
分
科
会
）

組
合
員
と
分
会
の
つ
な
が
り
を
強
め

滞
納
脱
退
の
防
止
を

住宅エコポイント講習会を開催

新築住宅に省エネ基準の義務付け方向
ガラスを替えるだけでも断熱性能は上がる

川上雅敏さん
（第３分科会報告）

勝山勉さん
（第２分科会報告）

森田勝光さん
（第１分科会報告）

小泉昭二さん
（第４分科会報告）

横田進さん
（第５分科会報告）

坂本香さん
（第６分科会報告）

私市幸子さん
（第７分科会報告）

勅使河原浩美さん
（第８分科会報告）

省
エ
ネ
基
準
に
つ
い
て
説
明
す
る
由
本
達
雄
さ
ん

（２）第６４６号建 設 者２０１０年５月１６日（３）



第
33
回
住
宅
デ
ー
は
６
月
６
日（
日
）

第
33
回
住
宅
デ
ー
は
６
月
６
日（
日
）

 

手
す
り
取
付
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
包
丁
研
ぎ
・
ま
な
板
削
り
・
火
災

報
知
器
の
取
付
け
の
相
談
・
工
作
教
室
や
お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー
・
住

ま
い
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど

 

手
す
り
取
付
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
包
丁
研
ぎ
・
ま
な
板
削
り
・
火
災

報
知
器
の
取
付
け
の
相
談
・
工
作
教
室
や
お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー
・
住

ま
い
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど

第
18
回
土
建
ま
つ
り
は
7
月
25
日（
日
）で
す

第
18
回
土
建
ま
つ
り
は
7
月
25
日（
日
）で
す

新
入
学
祝
金
申
請
し
ま
し
た
か
？

新
入
学
祝
金
申
請
し
ま
し
た
か
？

　

今
月
４
月
に
小
学
校
・
中
学
校
を
新
入
学
さ
れ
た
お
子
さ
ん
が
い
る
組
合
員

さ
ん
が
申
請
で
き
ま
す
。図
書
カ
ー
ド（
5
0
0
0
円
分
）が
も
ら
え
ま
す
ヨ
。　

　

今
月
４
月
に
小
学
校
・
中
学
校
を
新
入
学
さ
れ
た
お
子
さ
ん
が
い
る
組
合
員

さ
ん
が
申
請
で
き
ま
す
。図
書
カ
ー
ド（
5
0
0
0
円
分
）が
も
ら
え
ま
す
ヨ
。　

詳
細
は
支
部
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
支
部
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

４
月
２３
日
（
金
）
社
会
文
化
会

館
で
、
首
都
圏
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト

訴
訟
の
第
２
次
提
訴
支
援
集
会
を

行
い
ま
し
た
。
集
会
に
は
７
２
０

人
が
参
加
し
、
�
飾
支
部
か
ら

は
、
２０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
同

日
に
神
奈
川
で
も
３
５
０
人
が
集

ま
り
提
訴
支
援
の
集
会
を
行
い
ま

し
た
。

集
会
で
は
、
泉
南
ア
ス
ベ
ス
ト

訴
訟
の
原
告
団
も
参
加
し
、「
ア

ス
ベ
ス
ト
の
被
害
を
国
は
知
っ
て

い
た
の
に
対
応
を
怠
っ
た
。
そ
の

責
任
を
求
め
、
５
月
１９
日
に
は
、

判
決
が
で
ま
す
。
そ
こ
で
勝
訴
を

勝
ち
取
り
た
い
。」
と
あ
い
さ
つ

を
し
、
一
緒
に
闘
っ
て
い
こ
う
と

意
思
統
一
を
し
ま
し
た
。

決
意
表
明
で
は
、弁
護
団
が「
泉

南
訴
訟
を
勝
訴
し
、
そ
の
勢
い
で

首
都
圏
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
を

闘
っ
て
い
き
た
い
。」と
話
を
し
、

原
告
団
の
決
意
表
明
で
は
、「
下

の
子
ど
も
が
１０
歳
。
あ
と
１０
年
悪

く
な
ら
ず
に
成
人
を
む
か
え
る
姿

を
見
た
い
。」
と
切
実
な
訴
え
が

あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
厚
労
省
前
で
、
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
行
い
、
霞
ヶ
関

街
を
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

４
月
１４
日
（
水
）
に
日
比
谷
野

音
で
普
天
間
基
地
中
央
集
会
を
開

催
。
�
飾
支
部
か
ら
は
１２
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

普
天
間
基
地
の
移
設
に
つ
い
て

は
以
前
か
ら
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
で

取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
問
題
で
す

が
、
集
会
で
は
沖
縄
県
在
住
の
住

民
に
よ
る
生
の
声
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。会
場
の
舞
台
で
は
、

基
地
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
海
流

や
美
し
い
サ
ン
ゴ
礁
の
汚
染
が
進

ん
で
き
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
の

訴
え
、実
際
に
、米
兵
に
よ
る
暴
行

事
件
が
起
き
た
こ
と
に
対
し
て
の

訴
え
、
平
和
に
対
す
る
訴
え
等
の

呼
び
か
け
が
あ
り
、
会
場
全
体
が

基
地
反
対
で
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

夜
の
遅
い
時
間
帯
の
中
で
の
集

会
と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
し
た

組
合
員
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
疲

れ
様
で
し
た
。

４
月
２５
日
（
日
）
に
水
元
公
園

で
�
飾
こ
ど
も
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
、
�
飾
支
部
で
は
小
学
生
、
中

学
生
を
対
象
に
し
た
工
作
教
室
を

行
い
ま
し
た
。（
参
加
者
は
５６
人
）

当
日
は
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
本

立
て
、銅
板
表
札
、プ
ラ
ン
タ
ー
、

巣
箱
の
４
作
品
の
工
作
に
大
勢
の

子
ど
も
た
ち
が
挑
戦
し
、
特
に
銅

板
表
札
に
人
気
が
集
ま
り
、
午
前

中
の
早
い
段
階
で
材
料
が
な
く
な

り
、
最
後
に
は
材
料
４
６
０
個
が

全
て
な
く
な
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
盛

況
で
し
た
。
例
年
、
工
作
を
途
中

で
諦
め
て
し
ま
う
子
ど
も
が
い
る

の
で
す
が
、
今
回
は
組
合
員
の
指

導
に
よ
り
、
ほ
ぼ
全
員
が
作
品
を

完
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

朝
早
く
か
ら
の
こ
ど
も
ま
つ
り

で
し
た
が
、
無
事
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

【
賃
金
対
策
部
・
Ｐ
Ａ
Ｌ
�
飾
発
】

第
５２
回
大
手
企
業
交
渉
が
４
月
１５

・
１６
日
に
、
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。
豊
島
公
会
堂
で
の
基
調
報

告
、
参
加
者
の
報
告
の
後
、
各
企

業
と
の
交
渉
に
な
る
の
で
す
が
、

今
回
か
ら
、
長
谷
工
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
、
ハ
ザ
マ
の
ゼ
ネ
コ
ン
と

の
交
渉
が
�
飾
支
部
の
担
当
に
な

り
ま
し
た
。

交
渉
で
は
、
現
場
の
声
を
突
き

付
け
、
現
場
の
賃
金
ア
ッ
プ
、
環

境
改
善
な
ど
を
要
求
し
て
い
き
ま

し
た
。

２
社
と
も
、
賃
金
・
環
境
の
改

善
に
理
解
を
示
し
な
が
ら
も
、
景

気
が
厳
し
い
と
具
体
的
な
回
答
に

つ
い
て
は
、
さ
け
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
長
谷
工
に
お
い
て
、
公

共
工
事
の
現
場
で
は
駐
車
場
代
は

取
ら
な
い
。
ハ
ザ
マ
で
は
「
と
に

か
く
安
け
れ
ば
良
い
、
と
は
考
え

て
い
な
い
こ
と
を
理
解
し
て
ほ
し

い
」
な
ど
の
回
答
が
あ
り
、
一
方

的
な
回
答
に
終
始
し
て
い
た
企
業

交
渉
も
、
業
界
全
体
の
厳
し
い
情

勢
も
反
映
し
て
か
、
求
め
る
と
こ

ろ
は
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
う
か

が
わ
せ
る
交
渉
で
し
た
。

【
青
年
部
・
書
記
長
・
永
堀
瑞

樹
】
４
月
１１
日
（
日
）
金
町
駅
頭

に
て
、
青
年
部
が
、
核
兵
器
廃
絶

の
署
名
を
新
日
本
婦
人
の
会
�
飾

支
部
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
取
り

組
み
ま
し
た
。青
年
部
か
ら
６
人
、

全
体
で
２０
人
の
参
加
で
行
い
ま
し

た
。５

月
に
核
不
拡
散
条
約
の
再
検

討
会
議
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
あ
り

ま
す
。
み
な
さ
ん
の
核
兵
器
を
廃

絶
し
た
い
と
思
う
気
持
ち
を
署
名

に
乗
せ
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
届

け
よ
う
と
署
名
活
動
を
し
ま
し

た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
駅
頭
の

署
名
が
１
３
８
筆
。
部
活
帰
り
の

中
学
生
も
足
を
止
め
署
名
に
協
力

し
て
く
れ
ま
し
た
。

青
年
部
と
し
て
初
め
て
取
り
組

ん
だ
署
名
活
動
で
す
が
、
平
和
に

対
す
る
思
い
を
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

年
に
一
度
の
健
康
診
査
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

健
診
で
早
期
発
見
・
早
期
治
療

と
い
う
目
的
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
病
気
に
な
ら
な
い
た
め
の
予

防
と
い
う
目
的
も
あ
り
ま
す
。

平
成
２２
年
度
第
１
回
支
部
健
康

診
査
は
、
会
場
の
関
係
で
次
の
と

お
り
２
回
開
催
と
な
り
ま
す
。

○
７
月
４
日
…
第
１
〜
３
ブ
ロ
ッ

ク
（
定
員
３
０
０
人
）

○
７
月
１１
日
…
第
４
〜
６
ブ
ロ
ッ

ク
（
定
員
３
０
０
人
）

○
時
間
…
朝
８
時
半
〜
１２
時

○
場
所
…
�
飾
支
部
会
館

今
年
は
家
族
も
胸
の
レ
ン
ト
ゲ

ン
が
あ
る
組
合
員
と
同
じ
コ
ー
ス

で
す
。
今
月
分
会
に
申
込
書
が
行

き
ま
す
。
申
込
み
は
５
月
３１
日

（
月
）
ま
で
で
す
。

４
月
２７
・
２８
日

分
会
で
出
陣
式

４
月
２７
・
２８
日
（
火
・
水
）
に

各
分
会
で
分
会
拡
大
出
陣
式
を
行

い
ま
し
た
。

４
月
１
日
付
の
国
保
加
入
の
手

続
き
か
ら
、
建
設
業
に
従
事
し
て

い
る
こ
と
の
資
格
確
認
の
添
付
書

類
が
新
た
に
必
要
に
な
り
、
今
ま

で
と
は
拡
大
の
加
入
の
進
め
方
も

変
わ
っ
て
き
ま
す
。

分
会
で
加
入
対
策
を
確
認
し
、

拡
大
を
進
め
、『
１
月
人
員
の
回

復
・
拡
大
目
標
の
達
成
』
を
め
ざ

し
ま
し
ょ
う
。
数
は
力
で
す
。
拡

大
を
進
め
、
土
建
国
保
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

ア
ス
ベ
ス
ト

第
２
次
提
訴

東
京
・
神
奈
川
で
同
時
集
会

あ
と
１０
年
悪
く
な
ら
ず
に

子
供
の
成
人
の
姿
を
見
た
い

第第
５５２２
回回
大大
手手
企企
業業
交交
渉渉

長長
谷谷
工工

ハハ
ザザ
ママ

求求
めめ
るる
とと
ここ
ろろ
はは
一一
致致

賃賃
金金
・・
環環
境境
のの
改改
善善
にに
理理
解解

環境汚染
暴行事件

普天間基地撤退を
沖縄県民が
日比谷で訴える

青
年
部
が
駅
頭
宣
伝

核
兵
器
の
廃
絶
を
訴
え
る

子
ど
も
ま
つ
り
に
参
加

盛
況
に
つ
き

材
料
が
不
足

今
年
度
の
第
１
回
健
診

２
日
間
で
開
催

津田新分会長を中心に臨む拡
大（東水元）

普天間基地の即時・無条
件撤去を求める仲間

新センターで出陣式（北水元）

アスベスト訴訟の勝利に向けてコブシを突き上げる�飾の仲間

今
年
も
大
盛
況
だ
っ
た
子
ど
も

ま
つ
り

署名をお願いする阿久津青年
部長

（４）第６４６号建 設 者２０１０年５月１６日


